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製品安全データシート 
１【化学物質等および会社情報】 
 名 称 コスミック Ｆ 春秋 
会 社 名 

住 所 

電 話 番 号 

ＦＡＸ番号 

緊急連絡先 

作 成 日 

株式会社ダイフレックス 

東京都新宿区西新宿２－４－１ 新宿ＮＳビル２５Ｆ 

03-5381-0881 

03-5381-0851 

コスミック事業部 03-5321-9761 

2008年04月02日 

２【危険有害性の要約】 
ＧＨＳ分類  

    物理化学的危険性 ：・引火性液体             区分３ 

   健康に対する有害性 ：・急性毒性（経口）          区分５ 

 ・急性毒性（経皮）          区分５ 

 ・急性毒性（吸入：蒸気）       区分４ 

 ・皮膚腐食性／刺激性         区分２ 

 ・眼に対する重篤な損傷／眼刺激性   区分２Ａ 

 ・発がん性              区分２ 

 ・特定標的臓器／全身毒性（単回暴露） 区分１（中枢神経系） 

 ・特定標的臓器／全身毒性（反復暴露） 区分１（神経系、肝臓、血液系、呼吸器） 

   環境に対する有害性 ：・水生環境有害性物質・急性      区分２ 

 ・上記で記載が無いものは、分類できない、分類対象外 

ラベル要素  

   絵表記 

 

 

 

： 

   注意喚起語 ：・危険 

   危険有害性情報 ：・引火性液体および蒸気 

 ・飲み込むと有害のおそれ 

 ・皮膚に接触すると有害のおそれ 

 ・吸入すると有害 

 ・皮膚刺激 

 ・強い眼刺激 

 ・発がんのおそれの疑い 

 ・中枢神経系の障害 

 ・長期または反復暴露による神経系、血液系、肝臓、呼吸器の障害 

 ・水生生物に毒性 

   成分情報 ：・スチレン 

   国、地域情報 ：・消防法 危険物 第四類 第二石油類 「火気厳禁」 危険等級Ⅲ 

注意書き  

   安全対策 ：・環境に放出しない様に注意して取り扱うこと。 

 ・屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 

 ・粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。 

 ・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 

 ・取扱中は、皮膚に触れない様に注意し、保護眼鏡（ゴーグル型）、保護手袋、保護マスク、 

  保護衣などの適切な個人用保護具を着用すること。 

 ・取扱い後はよく手を洗うこと。 

   救急措置 ：・吸入した場合は、被災者を空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息 

  させること。気分が悪い時は、医師の診断／手当てを受けさせること。 

 ・呼吸に関する症状が出た場合には、医師の診断／手当てを受けること。 
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  ・飲み込んだ場合は、口をすすぎ、医師の診断／手当てを受けること。 

 ・眼に入った場合は、水で数分間注意深く洗い、医師の診断／手当てを受けること。 

 ・皮膚または髪に付着した時は多量の水と石鹸で洗い、衣類が汚染された時は直ちに 

  全てを取り除くこと。 

 ・皮膚刺激が生じた時は、医師の診断／手当てを受けること。 

 ・汚染された衣類は直ちに脱ぎ、廃棄すること。 

 ・暴露または暴露の懸念がある時は、医師の診断／手当てを受けること。 

 ・気分が悪い時は、医師の診断／手当てを受けること。 

   保管 ：・容器を密閉し、直射日光を避け、熱源から離れた換気の良い場所で、施錠して保管する 

  こと。 

   廃棄 ：・内容物／容器等の製品付着物は関係法令に従って廃棄すること。 

３【組成、成分情報】 
 単一化学物質・混合物の区分 ：・混合物 

化学名又は一般名 含有率(%) 化学特性 
官報公示整理番号 

CAS No. 
化審法 安衛法 

不飽和ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 

ｽﾁﾚﾝ 

ｺﾊﾞﾙﾄ化合物 

その他 

55～65 

35～45 

5未満 

5未満 

 

C6H5CH=CH2 

 

 

あり 

(3)-4 

あり 

 

整理番号なし 

整理番号なし 

整理番号なし 

 

 

100-42-5 

あり 

 

 

４【応急措置】 
 下記の応急措置を施すとともに、直ちに医師に連絡をとりその指示に従う。 

 吸入した場合 ：・負傷者を新鮮な空気のある場所に移動し、休息させる。 

 ・嘔吐が自然に生じたときは気道への吸入がおきないように身体を傾斜させる。 

 ・水でうがいをする。 

皮膚に付着した場合 ：・すべての汚染された衣類を直ちに脱ぐ。 

 ・皮膚に接触した場合は、直ちに多量の水又は石鹸水で洗う。 

眼に入った場合 ：・直ちに清浄な水で５分間以上洗い流す。 

 ・眼と接触した場合は直ちに多量の水で洗い医師の診断を受ける。 

 ・眼球を傷つける可能性があるのでこすらない。 

飲み込んだ場合 ：・嘔吐が自然に生じたときは気道への吸入がおきないように身体を傾斜させる。 

 ・事故の場合または気分が悪いときは、直ちに医師の診断を受ける。 

 ・飲み込んだ場合は、直ちに医師の診断を受け、この容器に記載された注意事項や 

  ラベル、ＭＳＤＳを示す。 

 ・飲み込んだ場合は、水で口内を洗う(その人の意識がある場合のみ)。 

応急措置をする者の保護 ：・救急者は、保護具を着用する（曝露防止措置の注意事項を参照）。 

医師に対する特別注意事項 ：・直ちに医師の診断を受け、この容器のラベルに記載された注意事項又はＭＳＤＳを 

  示す。 

５【火災時の措置】 
 消火剤 ：・泡、二酸化炭素、粉末。 

特定の消火方法 ：・周辺火災の場合：移動不可能な場合、容器、梱包及び周辺に散水し冷却する。 

 ・着火した場合：火元（燃焼源）を断ち適切な消火剤を用いて風上から消火。 

消火を行う者の保護 ：・火災により有毒ガスやヒュームが発生するので、適切な呼吸用保護具（送気マスク、 

  自給式呼吸器等）を着用する。 

６【漏出時の措置】 
 関係法規に準拠して作業する。 

 人体に対する注意事項、 

保護具及び緊急時措置 

：・作業者は保護具（曝露防止措置及び保護措置の項を参照）を着用し、風上で作業する。 

 ・屋内の場合、処理が終わるまで適切な換気を行う。 

 ・漏出した場所の周辺にはロープを張る等して、関係者以外の立ち入りを禁止する。 

環境に対する注意事項 ：・漏出物が河川、水路等公共水路に流れ込むのを防止する。 

除去方法  

    回収 ：・漏出液を密閉可能な容器にできる限り集める。 

 ・残留液は土、砂等に吸着させて密閉可能な容器に回収する。 

 ・回収するときは、火花のでない器具を用いて回収する。 

    廃棄 ：・回収した漏出物は廃棄上の注意に従って廃棄する。 
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二次災害防止策 ：・付近の着火源となるものを速やかに取り除く。 

 ・火気厳禁。 

 ・漏出した場所の周辺には関係者以外の立ち入りを禁止する。 

 ・万一、河川公共水路等に流れ込んだ場合は、直ちに地方自治体の公害担当者に報告する。 

７【取扱いおよび保管上の注意】 
 関係法規に準拠して作業する。 

 取扱い ：・容器は注意して取扱い、開ける。 

 ・使用時には飲食しない。 

 ・皮膚との接触を避ける。 

 ・眼との接触を避ける。 

 ・眼と接触した場合は直ちに多量の水で洗い医師の診断を受ける。 

 ・すべての汚染された衣類を直ちに脱ぐ。 

 ・皮膚と接触した場合は、直ちに多量の水又は石鹸水で洗う。 

技術的対策 ：・静電気放電に対する予防措置を講ずる。 

 ・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。 

 ・電気機器類は、防爆型（安全増型）のものを用いる。 

 ・換気のよい区域でのみ使用する。 

 ・取扱い場所の近くにシャワー手洗い洗眼設備等を設けその位置を表示する。 

 ・作業中のコンタクトレンズの着用は好ましくない。 

 ・眼／顔面用の保護具を着用する。 

 ・適当な保護衣および眼／顔面用の保護具を着用する。 

 ・取扱い後は手洗い、洗眼を十分に行う。 

注意事項 ：・取扱いは換気のよい場所で行う。 

 ・局所排気装置の設置された場所で作業する。 

安全取扱い注意事項 ：・知見なし 

適切な保管条件 ：・法規に従って、耐火構造、危険物施設に保管する。 

 ・容器を換気のよい場所で保管する。 

 ・消防法危険物１，６類と混載してはならない。 

 ・冷所で保管する。 

 ・熱から離して保管する。 

 ・着火源から離して保管する－禁煙。 

 ・容器を密閉して保管する。 

８【暴露防止および保護措置】 
 

物質名 管理濃度 
許容濃度 

日本産業衛生学会 ACGIH 

ｽﾁﾚﾝ 20ppm 20ppm 85mg/m３（skin） (TWA) 20ppm (STEL) 40ppm 

設備対策 ：・密閉された装置、機器または局所排気装置を使用して取扱う。 

 ・取扱い場所の近くにシャワー手洗い洗眼設備等を設けその位置を表示する。 

保護具  

   呼吸器の保護具 ：・有機溶剤用マスク。 

 ・本製品を多量に使用する場合または密閉空間で使用する場合には、送気式もしくは 

  自給式呼吸器を推奨する。 

   手の保護具 ：・不浸透性帯電防止手袋。 

   目の保護具 ：・保護眼鏡（ゴーグル型）または保護面（防災面）。 

   皮膚及び身体の保護具 ：・帯電防止性能を有する、長袖の保護衣及び安全靴を推奨する。 

９【物理的および化学的性質】 
 製品として 

 形状 

 色 

 臭い 

 物理的状態が変化する温度 

 引火点 

 密度 

 

：液体 

：淡赤色 

：特異臭 

：データなし 

：３２．０℃（セタ密閉式） 

：１．０～１．２（25℃比重として） 

 溶解性 

 粘度 

 その他のデータ 

：水に不溶。 

：約３．５dPa・s（25℃ Ｂ型粘度計） 

：エステル、ケトン、芳香族炭化水素に可溶。 
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スチレンとして 

 引火点 

 爆発特性 

     爆発限界上限 

     爆発限界下限 

 

：３１℃ 

 

：６．１ 

：１．１ 

１０【安定性および反応性】 
 安定性 ：・冷暗所で密閉状態では安定である。 

反応性 ：・知見なし。 

避けるべき条件 ：・金属粉等の混入。 

 ・５０℃以上の高温。 

危険有害な分解生成物 ：・知見なし 

１１【有害性情報】 
 急性毒性 ：・ｽﾁﾚﾝ 

 ＬＤ５０ 

ＬＤ５０ 

ＬＣ５０ 

ＬＣ５０ 

ＬＣＬ０ 

ＬＣＬ０ 

ＴＣＬ０ 

ＴＣＬ０ 

ＬＤ５０ 

ＬＤ５０ 

ＬＤ５０ 

 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

検体：ラット 

検体：マウス 

検体：ラット 

検体：マウス 

検体：モルモット 

検体：ヒト 

 

 

検体：マウス 

検体：ラット 

検体：マウス 

検体：ラビット 

経口毒性： 

経口毒性： 

吸入毒性： 

吸入毒性： 

吸入毒性： 

吸入毒性： 

 

 

静脈注射： 

腹腔内注射： 

腹腔内注射： 

刺激性（皮膚） 

5,000mg/kg 

316mg/kg 

24g/m3/4H 

21,600mg/m3/2H 

12g/m3/14H 

10,000ppm/30M 

600ppm 

20ug/m3 

90mg/kg 

1,220mg/kg 

660mg/kg 

Open;MILD 

発がん性 ：・ＩＡＲＣ（国際ガン研究機構） 

 ・ｽﾁﾚﾝ ：２Ｂ 

人に対して発ガン性があるかもしれない。40～50％ 

変異原性 ：・ｽﾁﾚﾝ 変異原性クラス１ 

１２【環境影響情報】 
 製品として 

 生体蓄積性 

 

：・情報なし 

スチレンとして 

 生体蓄積性 

 

：・魚毒性 メダカ  ＬＣ５０ （４８ｈ） 30mg/L 

      グッピー 74.8mg/L（TLm96） 

１３【廃棄上の注意】 
 この製品及び容器・包装材は安全な方法で廃棄しなければならない。 

 残余廃棄物 ：・本製品はＰＲＴＲ法第一種指定化学物質を含有する。 

 ・本製品は環境中に放出してはならない。 

 ・この製品は排水溝中に空けてはならない。 

外部に委託する場合 ：・産業廃棄物処理業者と委託契約を結び、廃棄物の内容を明確にして、処理を委託 

  する。 

内部処理をする場合 ：・法令に従って、残余廃棄物、製品の包装材を廃棄処理する。 

 ・法的規制に適合した設備と方法で焼却処理を行う。 

 ・焼却条件によっては有毒ガスが発生する可能性があるので、除害装置のある焼却炉の 

  使用を推奨する。 

１４【輸送上の注意】 
 国連分類 ：・クラス３（引火性液体） 

国連番号 ：・１８６６ 

品名(国連輸送名) ：・樹脂液 

容器等級 ：・Ⅲ 

特定の安全対策及び条件 ：・保護具、消火器を携帯する。 

 ・必要であれば、イエローカードを携帯する。 

 ・容器に漏れのないことを確認し、落下、転倒、破損がないように積載し、荷崩れ 

  防止を確実に行う。 

消防法、道路法、船舶安全法、航空法の基準に従い積載・運送を行う。 
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積載・運送方法 ：・陸上輸送 

  ・消防法（危険物第四類第二石油類）の基準に従い積載・運搬を行う。 

    容  器 ：危険物の規制に関する規則別表第３の２および第３の４ 

    容器表示 ：イ．第四類第二石油類、危険等級Ⅲ、化学物質名、非水溶性 

          ロ．数量、品名、火気厳禁 

    積載方法 ：運搬時の積み重ね高さ３ｍ以下 

    混載禁止 ：イ．第１類、第６類の危険物 

          ロ．高圧ガス 

    本製品は道路法施行令第１９条の１２（通行禁止物質）または、第１９条の１３ 

    （通行制限物質）に該当する場合があります。 

 ・海上輸送 

   船舶安全法：危規則第２，３条危険物告示別表第１引火性液体類の基準に従い積載、 

   運送する。 

 ・航空輸送 

   航空法:施行規則第１９４条危険物告示別表第１引火性液体の基準に従い積載、 

   運送する。 

１５【適用法令】 
 労働安全衛生法 ：・作業環境評価基準（法第６５条の２第１項） 

  ｽﾁﾚﾝ 

 ・名称等を表示すべき危険物及び有害物（法５７条１、施行令第１８条） 

  ｽﾁﾚﾝ 

 ・名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２、施行令第１８条の２別表第９） 

  ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物            政令番号172号 ：5％未満 

  ｽﾁﾚﾝ                   政令番号323号 ：35～45％ 

 ・施行令別表６の２・有機溶剤中毒予防規則第１条第１項第４号（第２種有機溶剤等） 

毒物及び劇物取締法 ：・該当しない 

消防法 ：・法第２条第７項危険物別表 第４類第２石油類（非水溶性） 

悪臭防止法 ：・特定悪臭物質（施行令第１条） 

  ｽﾁﾚﾝ 

大気汚染防止法 ：・有害大気汚染物質 法第２条第１３項（中央環境審議会答申、1996.10.18） 

 ・揮発性有機化合物 法第２条第４項（環境省から都道府県への通達） 

外国為替及び外国貿易法 ：・輸出貿易管理令別表第１の１６項に該当するので、経済産業省のガイドラインの 

  参照や事前相談が望ましい 

船舶安全法 ：・引火性液体類（危規則第３条危険物告示別表第１） 

航空法 ：・引火性液体（施行規則第１９４条危険物告示別表第１） 

道路法 ：・道路法施行令１９条の１３：車両の通行の制限（消防法別表指定数量より積載量 

  １０００リットル以下は除外） 

化学物質排出把握管理促進法 

（ＰＲＴＲ法） 

：・第１種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１条別表第１第１） 

  ｽﾁﾚﾝ                   政令番号177号 ：42％ 

労働基準法 ：・疾病化学物質（法第７５条第２項、施行規則第３５条・別表第１の２第４号１・ 

  昭５３労告３６号） 

  ｽﾁﾚﾝ 

１６【その他の情報】 
 本文書は製品の安全情報を記したものです。品質保持上の諸要件については技術資料等をご参照下さい。 

 保護具に関する詳細については(社)日本保安用品協会(TEL;03-5804-3125)にお問い合わせ下さい。 

 引用文献 ・国際化学物質安全性カード（ＩＣＳＣ） 

・Registry of Toxic Effects of Chemical Substances（RTECS） 

・作業環境評価基準 

・産業衛生学会雑誌 

・2001 TLVs and BEIs(ACGIH) 

・米国連邦規則集（ＯＳＨＡ） 

・IARC Monographs on the Evaluation of Carcinogenic Risk to Humans(IARC) 

・法規制物質リスト（日本ケミカルデータベース） 

・ケミカルデータベース（日本ケミカルデータベース） 

・ＧＨＳ分類結果データベース（製品評価技術基盤機構 ＮＩＴＥ） 

・CHEMGOLD2（ChemWatch） 

 


